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１　2000 年代の日ロ経済関係の概要















易は急速に拡大する。貿易総額は 2005 年に 100 億ドルを、2007 年には 200 億ドルを突破し、
2008 年には 300 億ドルに迫った。これはソ連時代を通じて過去最高額であり、日本の貿









低下させた。輸出入合計で 121 億ドルと、前年比 59.0％の縮小であった。とくに輸出の落













復に向かい、2010 年には貿易総額 241 億ドルあまりと前年比 98.6％増となった。とくに









































































はウラジオストク港との間に RO/RO 船 11 が就航するなど、2000 年代半ば以降とくにロシ
アとのかかわりを深めてきた。また、平成 22（2010）年には国土交通省より全国 103 の
重要港湾のうち 43 港が認定された重点港湾の１つに認定され、平成 23（2011）年には同
じく国土交通省より日本海側拠点港（原木）に選定された。図３は浜田港の貿易推計額の
推移 12 を示したものである。
　2004 年頃から中古自動車の輸出が牽引する形で貿易総額は 2007 年まで連続して増加し





































2008 年 2009 年
港湾名 比率 港湾名 比率
紋別 98.7 紋別 99.4
根室 97.3 根室 99.3
稚内 94.1 稚内 99.1
留萌 64.1 留萌 50.9
網走 63.9 網走 46.2
小樽 57.7 須崎 40.5
宮古 45.0 小樽 29.3
赤穂 34.0 赤穂 25.6
浜田 32.0 大船渡 18.2
萩 31.5 伏木富山 15.1















2008 年 2009 年
港湾名 比率 港湾名 比率
七尾 100.0 浜田 75.1
浜田  95.1 小樽 70.1
小樽  92.9 伏木富山 13.6
稚内  85.3 柏崎  9.7
舞鶴  65.1 金沢  8.7
伏木富山  46.9 舞鶴  8.7
萩  31.5 新潟  7.3
新潟  29.7 福井  6.3
柏崎  27.8 北九州  4.3
網走  24.4 石巻  2.6
表 1-c 貿易に占めるロシアのシェア（輸入）
2008 年 2009 年
港湾名 比率 港湾名 比率
紋別 99.8 紋別 99.9
稚内 99.3 稚内 99.9
根室 98.3 根室 99.9
赤穂 84.0 赤穂 88.0
網走 79.2 須崎 69.2
留萌 62.9 網走 56.2
宮古 45.8 留萌 50.8
福井 44.8 大船渡 44.1
大船渡 39.1 福井 28.8




２万 2384 台であったものが年々増加し、2004 年に 10 万台を、2006 年に 30 万台を超え、
2008 年には 51 万 7456 台もの中古乗用車が輸出された（国別の輸出台数１位）。世界経済
危機と関税引き上げによる影響で 2009 年は前年比 10 分の１以下の４万 4649 台に低下し






















16　齋藤（2011）25 頁。なお、齋藤は、2007 年の市場規模を 8000 億円、2010 年は 900 億円超と見積もっ
ている。齋藤（2011）26 頁。
17　塩地（2010）29-30 頁。
18　2002 年 10 月には製造後７年以上の車に高額な関税がかけられ、2003 年７月には製造後３～７年
の車の個人輸入への輸入関税が法人並へ引き上げられた。2009 年１月には輸入中古車の大半を占
めていた製造後５～７年の車に高額な関税がかけられた。また、2009 年 12 月には海外メーカーに
よる現地精算も開始された。齋藤（2011）28-29 頁。
19　塩地（2010）31 頁。
20　塩地（2010）32 頁。なお、１台あたりの船賃は太平洋側では 3.5 万円前後であるのに対し、日本
海側では３万円前後であるとされる。































21　塩地（2010）は、2007 年に富山からロシア向けに輸出された中古車 16.4 万台のうち、16 万台以
上が県外からの調達と推定している。塩地（2010）32 頁。
22　塩地（2010）27 頁。
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